
美の基準ウィーク
真鶴町まちづくり条例施行30年記念

真鶴のこれからを探る８日間

記念イベント開催 ！

コミュニティ真鶴
２階が主会場

11/26　
～12/3

日

日

コミュニティ真鶴集合です。
先着順で一眼レフカメラを
貸し出します。
協力：OMデジタルソリューションズ
　　  株式会社
ゲスト：池上修一（建築家）岩地区： 10:00～12:00

真鶴地区： 13:30～15:30

11/26 日

カメラを持って町を歩く

「まちづくり発見団」

13:30～14:30  まつり
大石和紘（貴船まつり推進本部長）×松平直之（映像作家、町内在住）

15:30～16:30  地の生む材料
竹林智大（竹林石材店）×仁志しおり（写真家、町内在住）

17:30～18:30  いぶき
草柳重成（草柳商店）×川口瞬・來住友美（真鶴出版）

＊その他ゲスト出演予定あり　　＊各回定員20名

＊各回定員15名

12/3 日

トークイベント

「美の基準とこれからの30年」

今昔の

「真鶴写真展」
会期中毎日９時～17時オープン

10:00～12:0012/2 土

 昔の写真を見ながら

「美の町を語る
　お茶会」

ワークショップ

「コミュニティ真鶴を
　みんなでお手入れ」

〈主催〉

真鶴町
＊応募多数の場合は抽選とさせていただきます

お申込みは右のＱＲコードから、またはお電話で
真鶴町まちづくり課（担当：多田・石井） 0465-68-1131

10:00～12:00
15:00～17:00

11/29 水

『美の基準』のキーワードや写真には、当時の町民が「ま
ちづくり発見団」という町の探検をして見つけたものが
散りばめられています。30年経った今あらためて、残し
たい風景や新しい町の美しさを見つけに行きましょう。

「効果が出るまでに30年かかる」といわれていたまちづくり
条例。その中の美の基準が守り、そして生んできたものから、
これからの30年を考えます。

『美の基準』をもとに建設されたのがコミュニティ真鶴で
す。みんなでお手入れをして引き継いでいきましょう。

トークの合間には、条例制定
当時の資料を見たり、ゲスト
にお話を聞くことができます。
ゲスト：池上修一（建築家）
　　　  野口和雄（都市プランナー）
　　　  ほか、ご期待ください

お好きな時に
出入り自由です。
手ぶらでお話
だけでも是非。

温かいお茶
あります

手摺や花壇
ビー玉など
を補修予定

午前で終わらない場合は、
午後も継続しています

令和版

最後の２日間は
コミュニティ真鶴が
終日賑やかに。

お気軽にご参加
ください！

参加
無料

申込み
不要

申込み
不要

申込み
不要

大人も子供も参加
できます。小松石の
宝さがしゲームも
同時開催しています。

各回要
申込み

各回要
申込み


